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論 文 内 容 の 要 旨 
G を標数 pの代数閉体 k上の連結簡約代数群、Lie(G)を G のリー環とする。1976 年、Bala と Carter
は、標数 p が 0もしくは十分大きければ、Lie(G)のベキ零軌道は、Gの単純ルート系のある組の共役
類と 1対 1対応がつくことを示した。今日、Bala-Carter の定理としてよく知られている。 
その 4年後に Pommerening は、pがよい標数であればこの定理が成立することを証明した。しかしそ
の証明は、単純代数群 Gのルート系に応じて場合分けを行い、多くの具体的計算が必要であった。2003
年、具体的計算を必要としない Pommerening の定理の証明が、初めて Premet により与えられた。 
本論文では、この Premet による証明よりもさらに簡潔な証明を与える。Premet は、Lie(G)のすぐ
れたベキ零元 Xに対して、その最適な放物型部分群 P(X)はすぐれた放物型部分群であり、Xは P(X)
の Richardson 元であることを結果的に示している。我々は、この事実を直接示すことで Pommerening 
の定理の証明に成功した。まず、任意のベキ零元に対してよい性質を持つ最適な余指標の存在を示し、
Bala-Carter、Pommerening、そして Premet による手法を利用しつつ証明を与えている。なお、Premet
による任意のベキ零軌道の横断的切断の存在証明も、より簡潔に証明されることを示した。全体的に
証明が易しくなっているが、特に以下の２点が大きな違いである。 
１．Premet の証明は、Bala-Carter の定理を必要とする、つまり、標数 pが 0もしくは十分大きい
場合に関して、あらかじめ証明が必要である。本論文の証明ではこれは不要である、つまり、よい標
数であれば成立することがまとめて証明できる。 
２．本論文の証明はもとの代数閉体 k 上の議論のみで終わる為、Premet の証明にある有限体上の簡
約代数群の理論を用いる必要がない。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
代数群の表現論の根幹を成す基本定理に Bala-Carter の羃零軌道の分類定理がある。これは，Bala
と Carter によって１９７６年に基礎体の標数が 0の場合と十分に大きい正標数の時に証明された。
その後，１９７７年と１９８０年の論文で Pommerening が，良い標数の場合に定理を拡張したが，こ
れは，各 root 系ごとの計算を要する大変なものであった。定理の重要性により長らく待たれたより
よい証明は，最近になって漸く２００３年に，Premet により統一的なすっきりしたものがもたらさ
れ，面目が一新された。 
 この度の辻井の新証明は，更に，Premet の方法の高度に techinical な部分を回避する，簡明なも
のであり，今後斯界において重宝されるであろうと期待される。これは，Elsevier 発行の２００８
年の Journal of Algebra 第３２０号に発表された。今回提出の博士論文では，その結果の詳細な証
明と共に，理解に必要とされる代数群の基本的事柄まで丁寧に記載されており，専門家にとって読み
やすいものに仕上がっている。 
 以上により，当提出論文は博士（理学）の学位を授与するに値すると審査した。 
 
